
医療費の支払いでお困りの方一度ご相談ください 必要な診察・治療を受けていただく事が何よりも大切です

・みなと生協診療所 ・たいしょう生協診療所（医科・歯科）              ・ながほり通り診療所 ・西成民主診療所
TEL.06-6571-5594 TEL.06-6554-1197（医）/TEL.06-6554-8841（歯）TEL.06-6533-0106 TEL.06-6659-1010

無料低額診療事業
実施診療所

理事会報告

日時 2022年12月17日［土］午後2時30分～午後5時
場所 難波市民学習センター（一部オンライン）
出席 理事　25名／27名　監事　1名／3名

第6回 理事会

1号議案：11月度の事業収支結果
2号議案：100万円以上機器購入の件
3号議案：奨学金連帯保証人規定に関する件

第6回定例理事会　協議承認事項

（1）事業運営
　　1 新型コロナワクチンの対応
　　2 法人事業管理運営に関して
　　3 中期計画の策定
　　4 総務事項
（2）2022年度　全国四課題目標
（3）医療福祉生協連・大阪府生協連・民医連・他団体
　　全日本民医連　経営委員長会議　大阪民医連
　　医療福祉生協連　全国専務会議
　　大阪府生協連　生協大会11/29
（4）生協強化月間の取組み

常務会議事・主要項目　協議事項

長引く「コロナ禍」による失業、収入減少、物価高騰などで暮らしは
大変です。つきましては昨年に続き、2回目の無料配布（フードバン
ク）を開催します。お気軽にお越しください。

83ママ・ちょこ

　天王寺動物園に芸をする動物がいない事

はご存じでしょうか? 行く機会がなく、長年見

たかったものがある動物園にちょうど親に誘

われ同行。見たかったのはチンパンジーのコ

ンクリート像。名前はリタとロイド。当時、芸が

出来る珍しい動物として人気者でした。

　大戦時、軍部はリタ達に軍服を着せて芸をさせ、戦意高揚に

利用しましたが餌を殆ど与えず、栄養不足でリタはロイドの子

を死産後亡くなりました。リタに芸を教えた事で戦争に利用さ

れ、結果は動物達を処分するという悲しい結末に、園長や飼育

員達はとても後悔したそうです。芸をする動物がまた戦争に利

用されないよう、天王寺動物園では動物に芸を教えない方針

と、戒めと悼む意味を込めて像を作ったそうです。気になる方は

探してみて下さい。動物は芸をせずとも可愛い! （大石）

今月の
いちまい

124

フードバンク開催
西成エリア

（ 食料の無料配布 ）

①事業に関する報告　②2項組合員の加入
③委員会活動…各エリアの活動報告　④社会保障・原発・震災支援の取組
次回

各報告承認事項について

常務理事会……1月11日［水］ 本部事務所 午後3時～
理事会日程……1月21日［土］ 午後2時30分～午後5時
　　　　　　　 大正晴ればれ

3月5日（日）
午前10時～午後12時 

と き

大阪きづがわ医療福祉生協
こつまの里駐車場

ところ

主 催

連絡先

大阪きづがわ医療福祉生協
西成フードバンク実行委員会

リタとロイドの像
とレッサーパンダ

ママ・ちょこ （　　　　　　　   ）小雨決行！ 配布物資がなくなり
次第、終了させていただきます

電話　06-6658-7400
FAX　06-6658-7500

組合員活動部

第2回

健康をつくる。平和をつくる。
いのち輝く社会をつくる。

　年明けに早速嬉しいニュースが! 小規模多
機能しおさいの家職員の紺原さんの家庭に新
しい「いのち」が誕生しました。うさぎのよう
に元気に育ってほしいと願わずにはいられま
せん。
　子どもたちに未来をつなぐために私たちも
頑張りたいと思います。医療福祉生協は「健康
をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつ
くる。」という理念を掲げています。
　昨年からのロシアによるウクライナへの侵
攻は未だに終息の気配は見られず、その状況
に呼応するように各国間の緊張も高まってい
ます。日本でもコロナ禍で先行きが見えない
方が大勢いる中で防衛費の増額、それに伴う
増税といった議論が進み、私たちが掲げた理
念とは遠い世界へ向かおうとしていると感じ
ます。
　健康・平和・いのちが大切にされるよう願
い、大阪きづがわ医療福祉生協は社会に発信
し、地域で取り組みをすすめます。

「日愛凛」の名前に込めたように、太陽のように
暖かく、愛を大切にし、人から愛され自分のこ
とも愛せる、愛嬌のある可愛い子に育ってほし
い。何より元気にすくすく育ってくれると幸せで
す。それが妻と僕の日愛凛に対する想いです!

お父さんの日愛凛ちゃんへの想い

赤ちゃんのお名前

令和5年 1月3日
日愛凛 （ ひまり ）
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医 療 福 祉
生協の理念 健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。
そのために　地域まるごと健康づくりをすすめます。　地域住民と医療や福祉の専門家が協同します。
　　　　　　多くのひとびとの参加で、地域に協同の“わ”をひろげます。

今月号のおもな記事

 現勢 ● 組合員数25,285人  出資金額 830,600千円  平均出資金額（1人） 32,849円  支部数 30支部 2022.12.31現在
〒556-0024 大阪市浪速区塩草2-2-31  TEL：06-4394-8500 FAX：06-4394-8505
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発行責任者
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P4-5「私の健康観①」小滝医師
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登校拒否・不登校の時期の
「気になる行動」への対応の
仕方について

NPO法人おおさか教育相談研究所 甲斐 真知子

教育相談申し込み
まずは、お電話にて申し込みください

電話受付▶火曜・金曜　午後2時～6時

〒543-0021 大阪市天王寺区東高津町12-14 たかつビル2F
（後日、相談日時などをお知らせします）

06-6762-0232

教育相談おおさかくわしくは

感
想
な
ど
お
便
り
と
あ
わ
せ
て

お
寄
せ
下
さ
い
／
編
集
委
員
会

　本人たちの昼夜逆転の生活には意味があ
ります。本人の状況によって違いますが「昼
間起きているとみんなの活動が気になりそれ
を避けるために昼間寝る」「登校できない自
分が嫌でその気持ちから逃れるため昼間寝
る」「夜ならこうした気持ちが楽になるので自
分のために起きている」などが考えられます。
昼間起きている生活リズムから見れば問題で
すが、本人たちにとっては必要な行動なので
す。注意をすると「自分の苦悩をわかっても
らえない」と親子の信頼関係を損ないます。
この状況は再登校に向けて段階的に改めら
れていきます。

　パソコン・ゲーム三昧の生活も本人の心の
状況によって意味が違います。「暇で仕方な
いから時間潰しのためにやる」「不安や後ろめ
たさから逃れるため」「先行き不安のストレス
解消のため」「達成感を味わうものが他にな
い」「ゲーム仲間と一緒にできて楽しい」など
が考えられます。一番良くない対応はゲーム
機を取り上げたりしてしまうことで、一気に親
子の信頼関係が壊れてしまいます。「ゲーム
課金」など心配なことについては、落ち着いて
いる時に「困ったことがあったら相談してね」
と話しておきましょう。この状況も再登校で

外に出ていく時間が増えていくにつれ少しず
つ減っていきます。

　家庭内暴力は、登校拒否の時期が長くなっ
たり、また逆に再登校が近くなったりした時に
起こりやすくなっています。先行き不安や、自
分自身に対する不満が元で苛立ったりして起
こります。訴えがあるときは静かに傾聴し、親
子の信頼関係を深めていくよう努力します。
　家庭内暴力が起きそうな時は、できれば深
呼吸をして、威圧的な言葉を使わず、暴力的
な対応をしないようにします。親が暴力的な
対応をすれば火に油を注ぐことになり、もし
怪我をしたら本人の心にも傷を残します。子
どもの自分の暴力を正当化しようとする言い
分には、断固として従わないことも大切です。
暴力がはじまりそうなときは「あなたが後で
傷つくといけないので、逃げる」と言って逃げ
るようにします。強い危険を感じるときは第
三者に助けを求めざるを得ません。
　登校拒否・不登校の支援は1人で悩まずぜ
ひ身近な人に相談してください。最終回はそ
のつながりの力についてお話しします。

昼夜逆転の生活は、
本人たちには必要な行動です。

パソコン・ゲーム三昧の生活も、
意味があります。

家庭内暴力への対応は、
一人で悩まないでください。

　
昨
年
の
総
代
会
を
終
え
て
、
西
成
エ
リ

ア
と
し
て
の
「
生
協
強
化
月
間
」
方
針
を

掲
げ
、
4
つ
の
目
標
を
設
定
し
て
実
践
的

に
追
求
し
ま
し
た
。

　
目
標
①
は
、「
お
お
さ
か
ま
る
ご
と
健

康
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
2
2
」
へ
の
8
0
0

名
エ
ン
ト
リ
ー
。
目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
前
年
度
か
ら
1
4
7
名
増
と

な
る
過
去
最
多
の
5
9
0
名
の
エ
ン
ト

リ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
目
標
②
は
、
全
支
部
で
「
月
間
」
中
に

一
つ
以
上
の
新
班
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
も

の
で
、
5
支
部
で
新
し
い
班
会
が
誕
生
し

て
い
ま
す
。

　
目
標
③
は
、「
健
康
づ
く
り
健
診
」
の
年

間
受
診
者
数
30
％
増
で
す
。
推
進
委
員
会

を
新
た
に
立
ち
上
げ
、「
紹
介
カ
ー
ド
」
を

全
面
活
用
す
る
こ
と
や
「
全
職
員
参
加
の

電
話
案
内
行
動
」
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
目
標
④
は
、「
仲
間
ふ
や
し
」
の
年
間

目
標
を
「
月
間
」
中
に
達
成
す
る
こ
と
で

し
た
。
方
策
と
し
て
、
事
業
所
利
用
を
さ

れ
た
方
の
う
ち
未
加
入
と
な
っ
て
い
る

7
5
0
名
に
全
件
訪
問
す
る
こ
と
を
具
体

化
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
た
の

が
、
平
日
の
昼
間
の
行
動
で
は
半
分
以
上

が
留
守
と
い
う
こ
と
。
エ
リ
ア
理
事
会
で

の
中
で
、「
そ
れ
な
ら
『
日
曜
訪
問
』
を

や
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
月
間
」

中
に
3
回
、「
日
曜
訪
問
」
集
中
行
動
を

組
み
ま
し
た
。
こ
の
十
数
年
ぶ
り
と
な
っ

た
行
動
に
の
べ
76
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
職
員
も
38
名
が
参
加
、
3
3
4
件
を

訪
問
し
、
1
6
0
件
の
対
話
、
加
入
9
件
・

健
診
予
約
4
件
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
方
針
と
目
標
を
掲
げ
て
運
動
を
進
め
る

こ
と
の
意
味
合
い
の
実
感
、「
や
れ
ば
で

き
る
」
と
い
う
確
信
が
芽
生
え
て
き
た
こ

と
、
エ
リ
ア
を
上
げ
て
組
織
的
に
と
り
く

ん
だ
「
生
協
強
化
月
間
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
平
均
年
齢
約
80
歳
の
圧
倒
的

な
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
に
依
拠
し
つ
つ
、
わ

た
し
た
ち
職
員
も
、
年
度
末
の
運
動
課
題

に
全
力
を
込
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
く
ら
通
り

の
こ
の
一
年
間
で
の
印
象
的
な
取
り
組
み

を
報
告
し
ま
す
。
私
た
ち
は
10
年
ほ
ど
前

か
ら
「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」
は
家
族
を
亡

く
さ
れ
た
遺
族
に
寄
り
添
い
、
悲
し
み
か

ら
立
ち
直
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
取
り
組

み
で
す
。
2
0
2
2
年
6
月
に
あ
る
患
者

さ
ん
（
4
月
に
お
看
取
り
）
の
奥
さ
ん
の

お
宅
へ
ス
タ
ッ
フ
数
名
で
ご
訪
問
（
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
）
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
機
関
紙
「
み
ら
い
」
で
取
材
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
か
月
後
に
別
の

方
か
ら
「
あ
の
奥
さ
ん
と
話
が
し
て
み
た

い
」
と
お
話
が
あ
り
、
在
宅
家
族
の
会
を

開
催
（「
み
ら
い
」
1
月
号
掲
載
）、
家
族
同

士
の
交
流
が
で
き
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
も

と
て
も
好
評
で
し
た
。
会
を
開
い
て
み
て

私
が
感
じ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
は
看
護
師

が
訪
問
す
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、

私
た
ち
の
自
己
満
足
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
今
回

の
よ
う
な
取
り
組
み
で
、
点
と
点
が
線
に

な
り
、
そ
し
て
線
と
線
が
合
わ
さ
っ
て

『
面
』
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
拡
が
り
を

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
『
面
』
と
い
う
の
が

私
た
ち
医
療
福
祉
生
協
の
強
み
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
強
み
を
も
っ
と
増
や
せ
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

西
成
エ
リ
ア 

組
合
員
活
動
部

作
成
／
尼
谷 

隆
志

発
表
者
／
趙 

聖
和

エ
リ
ア
と
し
て
向
き
合
っ
た
2
0
2
2
年
度

『
生
協
強
化
月
間
』の

企
て
と
手
ご
た
え

〜
グ
リ
ー
フ
ケ
ア・在
宅
家
族
の
会
〜

訪
問
看
護
の
取
り
組
み

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
く
ら
通
り 

所
長

吉
村 

洋
子

1
／
14（
土
）に
予
定
し
て
い
ま
し
た「
新
春
互
礼
会
」で
す
が
、新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

関
係
者
の
方
に
は
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、当
日
報
告
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
演
題
を
紙
面
に
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
阪
き
づ
が
わ
医
療
福
祉
生
協 

常
務
理
事
会
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　み
な
さ
ん
は
健
康
と
い
う
言
葉
に
ど
ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
も
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
? 

平
成
26
年
の
厚

生
労
働
白
書
「
健
康
意
識
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
れ

ば
、
日
本
人
が
健
康
感
を
判
断
す
る
と
き
に
重
視
す

る
項
目
と
し
て
「
①
病
気
が
な
い
こ
と
、②
美
味
し

く
飲
食
が
で
き
る
こ
と
、③
身
体
が
丈
夫
な
こ
と
、④

ぐ
っ
す
り
と
眠
れ
る
こ
と
」が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
に
よ
る
と
、「
健

康
と
は
病
気
で
な
い
と
か
、
弱
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
肉
体
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
そ

し
て
社
会
的
に
も
、
す
べ
て
が
満
た
さ
れ
た
状
態
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
定
義
を
み
て
い
る
と
、
通
院
し
て
い
る

患
者
さ
ん
は
健
康
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
? 

そ
う
な
る
と
、
診
療
所
へ
通
院
し
て
い
る
患

者
さ
ん
は
不
健
康
で
す
か
? 

そ
ん
な
こ
と
は
な
い

で
す
よ
ね
。
で
は
、
健
康
と
は
ど
う
い
う
状
態
な
ん

で
し
ょ
う
か
?

　こ
こ
で
日
本
人
の
健
康
観
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
。
縄
文
〜
古
墳
時
代
の
人
々
は
病
気
や
死
は

自
然
の
定
め
で
、
健
康
は
神
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
と
い
う
考
え
か
ら
、
健
康
を
願
う
た
め
の
信
仰
や

儀
式
な
ど
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
国
と
の

交
流
が
始
ま
る
と
、
病
気
に
は
原
因
が
あ
り
、
治
す

た
め
に
は
医
術
や
薬
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
が

伝
わ
り
始
め
ま
し
た
。

　飛
鳥・奈
良
時
代
に
入
る
と
、
貴
族
等
の
間
で
は
、

仏
教
の
思
想
に
よ
り
、
特
別
な
体
操
や
呼
吸
法
、
仙

薬
を
用
い
て
不
老
長
生
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
神
仙

思
想
が
広
ま
り
ま
し
た
。
医
術
や
医
薬
を
用
い
て
病

気
を
治
す
医
師
な
ど
に
混
じ
っ
て
、
呪
術
に
よ
っ
て

病
気
を
治
す
呪
禁
師
が
地
位
を
確
立
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　平
安
時
代
に
は
、
古
代
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
漢

方
の
医
学
を
、
日
本
人
の
体
質
や
生
活
習
慣
に
合
う

よ
う
に
再
編
す
る
仕
事
が
発
展
し
、
宮
中
医
官
を
務

め
た
丹
波
康
頼
に
よ
り
日
本
最
古
の
医
学
書
と
呼
ば

れ
る
「
医
心
方
（
い
し
ん
ほ
う
）」
が
で
き
ま
し
た
。

　鎌
倉
時
代
の
戦
乱
と
天
災
に
よ
る
動
乱
の
中
で
武

士
や
民
衆
の
救
い
の
求
め
か
ら
生
ま
れ
た
鎌
倉
仏
教

の
教
え
に
沿
っ
て
、
自
然
の
流
れ
に
逆
ら
わ
な
い
こ

と
を
良
し
と
す
る
生
き
方
や
、
病
気
を
し
な
い
身
体

を
持
つ
こ
と
よ
り
も
、
人
に
優
し
く
穏
や
か
な
思
い

や
り
の
あ
る
人
間
性
に
重
き
を
置
い
た
方
が
良
い

と
い
う
健
康
観
が
強
く
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　室
町
時
代
に
は
、
米
の
生
産
力
が
上
が
っ
て
、
庶

民
も
一
日
に
三
度
の
食
事
を
と
る
兆
し
が
み
え
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
南
蛮
諸
国
と
の
交
流
か
ら
カ

ボ
チ
ャ
、
ト
マ
ト
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ

ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
新
種
の
野
菜
が
日
本
に
持
ち
込
ま

れ
、
日
本
人
の
栄
養
面
が
大
き
く
改
善
し
ま
し
た
。

食
文
化
の
発
達
に
よ
り
健
康
を
つ
く
る
た
め
の
基
盤

が
で
き
た
時
代
で
す
。

　江
戸
時
代
の
中
期
以
降
に
医
療
に
携
わ
る
職
業
人

が
増
え
、
民
衆
レ
ベ
ル
で
健
康
を
意
識
し
始
め
た
と

い
わ
れ
、
後
期
に
は
食
事
回
数
の
変
化
（
1
日
3
回
）

や
ロ
ウ
ソ
ク
な
ど
の
普
及
に
よ
る
学
習
・
娯
楽
の
機

会
の
増
加
が
あ
り
、
日
本
人
の
生
活
様
式
や
生
活
時

間
が
近
代
化
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
江
戸

時
代
に
お
け
る
男
女
の
平
均
寿
命
は
お
よ
そ
28
歳
、

飢
饉
や
疫
病
が
流
行
し
た
際
は
約
18
歳
で
あ
っ
た
と

い
う
記
録
も
み
ら
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
は
す
べ
て
に

お
い
て
平
穏
無
事
な
期
間
で
は
な
く
、
大
飢
饉
が
多

く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
々
の
間
で
は
命
の
は
か
な

さ
、
こ
の
世
の
無
常
と
い
う
「
浮
世
」
の
人
生
観
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　健
康
と
い
う
言
葉
が
日
本
で
出
て
き
た
の
は
明
治

以
降
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
政
府
は
欧
米
列
強

諸
国
に
追
い
つ
く
た
め
に「
富
国
強
兵
」「
殖
産
興
業
」

を
課
題
に
し
、
近
代
国
家
に
相
応
し
い
国
民
に
育
て

る
た
め
の
政
策
と
し
て
環
境
衛
生
を
整
え
、
健
康
な

身
体
を
も
つ
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
日
本

人
の
体
格
や
身
体
を
強
化
す
る
た
め
に
体
育
を
必
修

と
し
た
の
は
世
界
の
中
で
も
日
本
が
先
駆
け
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
諸
外
国
と
の
交
流
が
活
発
に

な
り
コ
レ
ラ
な
ど
の
疫
病
が
た
び
た
び
流
行
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
裸
や
裸
足
で
す
ご
す

習
わ
し
を
取
り
締
ま
り
、
散
髪
や
入
浴
の
奨
励
、
調

理
法
や
栄
養
面
の
指
導
な
ど
、
個
人
の
健
康
維
持

を
理
由
に
環
境
衛
生
の
徹
底
、
生
活
様
式
の
西
欧

化
、
近
代
化
を
は
か
る
た
め
の
規
制
や
指
導
が
数
々

行
わ
れ
ま
し
た
。

　第
一
次
世
界
大
戦
を
経
て
突
入
し
た
20
世
紀
の
初

め
は
、日
本
国
民
に
全
国
、国
際
レ
ベ
ル
で
の
ス
ポ
ー

ツ
や
競
技
参
加
を
促
し
て
、
政
治
や
経
済
面
で
の
課

題
を
国
民
全
体
の
意
識
を
統
合
し
て
乗
り
切
ろ
う
と

い
う
施
策
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
昭
和

3
年
（
1
9
2
8
年
）
11
月
1
日
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操

の
放
送
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
大
東
亜
戦
争
が
始
ま

り
国
家
総
力
戦
と
な
る
と
、
国
家
総
動
員
法
の
も
と

「
国
家
の
た
め
の
国
民
の
健
康
づ
く
り
」
と
し
て
兵

力
と
生
産
力
の
維
持
の
た
め
、
厚
生
省
が
新
設
、
国

民
に
義
務
と
し
て
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
推
し
進
め

ま
し
た
。

　敗
戦
後
の
労
働
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
経
済
発

展
の
原
動
力
を
培
い
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の

躍
進
の
た
め
、
昭
和
39
年
（
1
9
6
4
年
）
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
国
民
へ
の
「
国
民
健
康

づ
く
り
対
策
」が
始
ま
り
ま
し
た
。
基
本
方
針
を「
健

康
は
、
他
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら

つ
く
り
出
す
も
の
で
あ
る
の
で
、
国
民
の
健
康
を
増

進
し
、
そ
の
体
力
の
増
強
を
図
る
た
め
に
は
、
国
民

の
自
主
的
実
践
活
動
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
整
備
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　高
度
経
済
成
長
の
中
で
都
市
化
や
人
口
の
高
齢
化

な
ど
が
進
み
、
健
康
に
影
響
を
与
え
る
要
因
は
複
雑

か
つ
多
様
化
し
は
じ
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス

と
い
う
こ
と
ば
が
日
常
化
し
、
豊
か
さ
の
中
で
の
心

身
へ
の
不
安
感
が
高
ま
り
、
健
康
願
望
が
生
ま
れ
、

健
康
ブ
ー
ム
に
拍
車
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
過
程

で
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
に
着
目
し
た
「
癒
し
」
を
売

り
に
す
る
健
康
法
や
、
健
康
食
品
、
健
康
器
具
、
運

動
な
ど
の
健
康
法
が
現
れ
ま
し
た
。

　1
9
7
0
年
以
降
は
、
国
民
の
価
値
観
が
生
産
者

や
労
働
者
と
し
て
生
産
性
を
上
げ
て
豊
か
な
暮
ら
し

を
実
現
す
る
と
い
う
価
値
観
か
ら
、
消
費
者
と
し
て

豊
か
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
価
値
観
へ
と
移
行
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
働
く
た
め
の
体
力
づ

く
り
と
い
う
健
康
観
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
や
美
し
い
身
体
づ
く
り
を
楽
し
む
と
い
う
、
個
人

の
人
生
を
充
実
さ
せ
る
た
め

の
健
康
観
に
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　こ
の
よ
う
に
健
康
と
い
う

言
葉
の
歴
史
は
意
外
と
浅

く
、
健
康
観
は
時
代
に
お
け

る
文
化
背
景
の
変
遷
に
合
わ

せ
て
大
き
く
変
化
し
続
け
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
健
康

観
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
う
か
? 

次
回
の
記
事

で
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
即

し
た
健
康
観
と
、
ま
ち
づ
く

り
の
関
係
性
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

私の健康観と
居心地のいいまちづくり

①

【 昨年、大正エリアで開催された「健康まつり」での小滝所長の講演より 】

たいしょう生協診療所 医師
小滝 和也

健
康
観
の
歴
史
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し
き
っ
た
日
本
の
政
治
に
も
「
新
し
い
景
色
」
を
見
る

課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
か
み
し
め
る
日
々
で

も
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
歴
史
を
つ
く
っ
た
激
戦
の
経

緯
か
ら
、
人
び
と
の
連
帯
感
を
生
み
出
し
、
学
ぶ
こ
と

の
多
い
感
謝
の
日
々
で
し
た
。 

 

堺
市
　
宮
井
　
俊
道
さ
ん

◉
年
明
け
て
、
孫
誠
太
郎
の
誕
生
日
。
お
話
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
け
ど
、
い
た
ず
ら
、
や
ん
ち
ゃ
が
す
ご

い
。
力
も
つ
い
て
、
そ
れ
は
う
れ
し
い
け
ど
、
言
う
こ

と
を
き
か
な
く
な
っ
て
き
た
。
自
分
勝
手
な
こ
と
ば
か

り
言
う
。
早
く
大
き
く
な
ら
な
い
か
な
あ
。 

 

大
正
区
　
ユ
リ
ッ
ペ
さ
ん

◉
節
分
の
思
い
出
は
子
ど
も
達
が
小
さ
い
頃
の
豆
ま

き
で
す
。
1
歳
の
末
っ
子
が
お
父
さ
ん
鬼
に
本
気
で
び

び
り
、半
泣
き
で
豆
を
ぶ
つ
け
て
た
の
が
か
わ
い
く
て
、

当
時
の
写
真
を
見
る
と
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
 

港
区
　
三
姉
妹
の
母
さ
ん

◉
幼
い
頃
は
、
母
が
作
っ
て
く
れ
た
「
ち
ま
き
」
や
柏

餅
を
喜
ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。
最
近
で
は
近
所
で
も

豆
ま
き
を
し
て
い
る
様
子
も
な
く
、
恵
方
巻
を
食
べ
る

だ
け
で
、
古
く
か
ら
の
節
分
は
少
な
く
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
巻
き
寿
司
を
1
本
そ
の
ま
ま
無
言
で
食
べ
、
1

年
の
無
病
息
災
を
願
い
た
い
で
す
。 

 

港
区
　
山
口
　
幸
夫
さ
ん

◉
節
分
の
豆
は
好
き
で
す
が
、
数
を
か
ぞ
え
て
、
食
べ

る
の
が
大
変
に
な
っ
て
き
ま
す
。｠
 

 

大
正
区
　
A
・
K
さ
ん

◉
三
重
県
の
片
田
舎
か
ら
大
阪
に
来
て
四
十
八
年
に

な
る
。
三
人
の
子
育
て
と
年
老
い
た
義
母
の
世
話
で
、

気
持
に
余
裕
も
な
く
節
分
の
事
な
ど
思
い
出
し
も
し

な
か
っ
た
が
、
私
が
ま
だ
幼
か
っ
た
頃
、
父
が
柊
の
枝

に
イ
ワ
シ
の
頭
を
刺
し
て
玄
関
に
飾
っ
た
。
収
穫
し
た

大
豆
を
炒
り
、舛
に
入
れ
て
、父
が
「
鬼
は
外
、福
は
内
」

と
四
人
の
子
供
と
一
緒
に
大
き
な
声
で
豆
を
ま
い
た
。

そ
の
後
は
歳
の
数
だ
け
豆
を
食
べ
た
。
な
つ
か
し
い
想

い
出
で
す
。
今
年
こ
そ
は
穏
や
か
な
良
い
年
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
、
鬼
の
面
の
つ
い
た
豆
を
買
い
、
節
分
の

ま
ね
ご
と
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

西
成
区
　
竹
田
　
早
苗
さ
ん

◉
私
達
が
子
供
の
頃
は
窓
を
開
け
、
大
声
で
「
福
は

内
…
」
と
言
っ
て
い
た
の
に
今
は
何
も
聞
き
ま
せ
ん
。

淋
し
い
。 

 

大
正
区
　
バ
ー
バ
ー
さ
ん

◉
特
集
記
事
の
患
者
さ
ん
を
看
取
る
ま
で
の
お
話
を

読
み
、
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
だ
先
と
は
思

い
な
が
ら
も
、
そ
ん
な
風
に
穏
や
か
に
自
分
の
身
近
な

人
も
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
な
ぁ
と
、

そ
し
て
自
分
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

し
た
。 

 

大
正
区
　
坪
田
　
鮎
美
さ
ん

◉「
最
期
の
時
間
を
穏
や
か
に
…
」
の
と
こ
ろ
を
読
ん

で
、
涙
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。
自
身
も
こ
ん
な
風
で
あ
り

た
い
な
ァ
と
思
え
た
。
毎
日
働
け
る
時
が
あ
っ
て
い
い

な
ァ
と
思
う
。
今
は
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
よ
。 

 

西
成
区
　
伊
藤
　
紀
子
さ
ん

◉
大
腸
が
ん
検
診
の
記
事
を
読
ん
で
、
私
の
姉
は
44

歳
の
時
に
直
腸
が
ん
で
人
口
肛
門
を
付
け
、
6
年
経
過

し
て
安
心
し
て
い
た
ら
再
発
し
、
大
腸
を
か
な
り
切
除

し
ま
し
た
。直
腸
が
ん
を
発
見
し
た
時
は
医
師
か
ら「
半

年
の
命
で
す
」
と
宣
告
さ
れ
泣
き
ま
し
た
が
、
79
歳
の

今
、
元
気
に
生
活
し
て
く
れ
て
い
ま
す
、
早
期
発
見
の

大
切
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

西
成
区
　
F
・
K
さ
ん

◉
孫
に
つ
ら
れ
サ
ッ
カ
ー
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
秋
田
県
ほ
ど
の
小
国
カ
タ
ー
ル
を
地
図
上
で
見
つ

け
た
。
そ
こ
で
サ
ッ
カ
ー
世
界
1
を
目
指
す
各
国
選
手

の
躍
動
感
に
、
す
っ
か
り
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
代
表
の
活
躍
に
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。 

 

大
正
区
　
元
気
さ
ん

◉
コ
ロ
ナ
禍
で
友
人
と
話
し
た
り
、
歌
っ
た
り
す
る
こ

と
が
減
り
ま
し
た
。
声
を
出
さ
な
い
と
声
帯
が
弱
る
と

聞
き
ま
し
た
。
今
回
突
然
の
ど
が
痛
み
、
声
が
出
な
く

な
り
早
2
週
間
。
心
配
で
す
（
病
院
は
ず
〜
っ
と
通
っ
て

い
ま
す
）。 

 

港
区
　
藤
田
　
紀
江
さ
ん

◉
怪
我
を
し
た
。
右
足
首
骨
折
、
ギ
プ
ス
の
生
活
が
初

ま
っ
た
。
不
自
由
で
一
日
が
長
い
が
、
家
族
の
助
け
を

借
り
頑
張
れ
る
。
つ
く
づ
く
健
康
の
有
り
難
さ
を
感
じ

る
。
健
康
は
唯
一
の
財
産
だ
。 

 

大
正
区
　
山
口
　
寿
弥
さ
ん

◉
大
分
寒
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
風
邪
ひ
か
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
、
犬
の
散
歩
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

西
成
区
　
宮
上
　
元
美
さ
ん

◉
毎
回
「
マ
マ
・
ち
ょ
こ
」
の
料
理
を
参
考
に
し
て
作

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
何
が
足
り
な
い
の
か
? 

薄
く

な
っ
た
り
、
濃
く
な
っ
た
り
。
調
味
量
が
悪
い
の
か
、

私
の
腕
が
悪
い
の
か
? 

下
ご
し
ら
え
が
一
番
で
す
ね
。 

 

港
区
　
冨
岡
　
あ
い
さ
ん

◉「
今
年
の
1
文
字
」
人
そ
れ
ぞ
れ
色
々
あ
る
ん
だ
な

ぁ
!
っ
て
思
い
ま
し
た
。 

 

大
正
区
　
山
田
　
昌
章
さ
ん

◉
将
来
の
こ
と
な
ど
少
々
心
配
な
こ
と
は
あ
る
け
れ

ど
、
老
い
を
恐
れ
ず
残
さ
れ
た
日
々
を
自
然
体
で
い
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

西
成
区
　
井
上
　
秀
子
さ
ん

◉
孫
娘
が
今
年
度
の
今
宮
戎
神
社
の
福
娘
に
御
奉
仕

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
三
回
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
夢

を
叶
え
ま
し
た
。
一
芸
に
秀
で
た
希
望
者
の
多
い
中
、

能
な
し
芸
な
し
の
孫
が
与
え
ら
れ
た
十
五
秒
の
自
己
ア

ピ
ー
ル
は
、
参
拝
の
折
の
拍
手
を
二
拍
、
そ
の
後
深
く

拝
礼
、
そ
れ
だ
け
で
し
た
。
審
査
委
員
の
土
井
善
晴
さ

ん
の
「
よ
く
作
る
料
理
は
?
」
の
質
問
に
「
ベ
ー
コ
ン

の
入
っ
た
ポ
ト
フ
で
す
」と
答
え
た
孫
。
土
井
さ
ん
は
、

日
本
料
理
を
期
待
し
て
い
た
ん
だ
よ
き
っ
と
。
頑
張
っ

て
し
っ
か
り
お
務
を
果
た
し
て
ね
、「
ポ
ン
ポ
ン
の
娘
」。 

 

大
正
区
　
M
・
H
さ
ん

◉
先
日
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
で
役
所
に
行
っ

て
来
ま
し
た
が
、
待
ち
時
間
が
長
く
必
要
書
類
が
不
備

な
為
、
引
き
返
す
人
が
多
く
、
私
も
そ
の
1
人
だ
っ
た
。 

 

港
区
　
川
原
　
重
信
さ
ん

◉「
へ
ち
ま
」
を
も
ら
い
ま
し
た
。
ぐ
ら
ぐ
ら
と
煮
て

種
も
出
し
て
、
干
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。
土
ゴ
ボ
ウ
を

洗
う
時
、
ヘ
チ
マ
の
す
き
間
に
入
れ
て
ゴ
シ
ゴ
シ
と
洗

う
と
、
皮
を
む
か
ず
に
、
い
い
具
合
に
洗
え
ま
す
。 

 

大
正
区
　
こ
う
ち
ゃ
ん
さ
ん

◉
昨
年
は
B
T
S
、
今
年
は
S
E
V
E
N
T
E
E
N
と

孫
に
振
り
回
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
い
曲
は
イ
イ
で
す

! 

観
覧
車
も
乗
り
、
ラ
ピ
ー
ト
も
見
に
行
き
、
京
セ

ラ
ド
ー
ム
で
グ
ッ
ズ
購
入
の
列
に
も
2
日
間
早
朝
よ

り
並
び
ま
し
た
。
孫
11
歳
も
学
校
で
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
ほ
ん
と
う
に
良
く
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
で
、

私
も
出
来
る
範
囲
で
、
お
つ
き
合
い
し
て
い
ま
す
。
　
 

 

阿
倍
野
区
　
Y
u
さ
ん

◉
今
年
、
杖
を
購
入
し
た
の
に
全
く
使
用
せ
ず
に
い
た

義
父
。
こ
け
て
け
が
を
し
た
時
も
、
私
が
「
こ
ろ
ば
ぬ

先
の
杖
や
よ
」
と
言
っ
て
も
「
年
寄
り
と
思
わ
れ
る
か

ら
嫌
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
時

に
病
院
の
先
生
に
強
く
言
わ
れ
、
杖
を
使
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ひ
と
安
心
で
す
。
83
歳
だ
か
ら
年
寄
り
な

の
に
ね
。 

 

大
正
区
　
た
ぬ
き
さ
ん

◉「
マ
マ
・
ち
ょ
こ
」
代
謝
を
上
げ
る
食
生
活
。
材
料

が
手
元
に
あ
っ
た
の
で
、
早
速
か
ぼ
ち
ゃ
と
リ
ン
ゴ
の

サ
ラ
ダ
（
み
そ
ヨ
ー
グ
ル
ト
和
え
）
を
作
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
食
事
に
気
を
つ
け
ま
す
。 

 

西
区
　
吉
野
　
広
美
さ
ん

◉
W
杯
日
本
チ
ー
ム
の
奮
闘
は
、
私
た
ち
に
い
っ
ぱ
い

の
感
動
と
、
夢
と
希
望
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
腐
敗

正解者の中から抽選で20名の方に図書カード（500円）を進呈!

2月末日

まちがいさがし
左の絵は右と7ヶ所の
まちがいがあります。

12月号の
こたえ

12月号の当選者

応募総数82名で
正解者78名でした。

応
募
先

〒556-0024  塩草2-2-31
大阪きづがわ生協 「みらい」係

郵便番号は正確に

【ハガキ 応募方法】
解答イラストを切り取り、ハガキに貼って
下記住所までお送りください。

【メール 応募方法】
解答画像を添付の上、下記アドレスま
でメールをお送りください。

図書カード当選者は発送をもって発表
に替えさせていただきます。
抽選は毎月第一月曜日に行っています。
見学されたい方は、ご一報の上、お越し
ください。

20名

mirai1@osaka-kizugawa.coop

どしどしご応募
お待ちしています

必着

＊ハガキ・メールとも氏名、住所、連絡先、今号の記事への感想やご意見、近況などをお書き添え
ください。また、ナンバープレイス・まちがいさがしのどちらを解答していただいても構いません。

お
た
よ
り
へ
の
感
想
・
お
返
事
な
ど
、交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い

お
た
よ
り
へ
の
感
想
・
お
返
事
な
ど
、交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い

あ
た
ま
の
体
操

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス

タ
テ
・
ヨ
コ
の
同
列
内
、太
枠
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
同
じ
数
字
が

重
な
ら
な
い
よ
う
、1
〜
9
の
数
字
を
う
め
ま
し
ょ
う
。二
重

枠
の
数
字
の
合
計
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

●看護師
●理学療法士
●作業療法士
●歯科衛生士

●介護スタッフ
●送迎スタッフ
●運動トレーナー
●リハビリ助手

http://www.osaka-kizugawa.coop
●求人詳細は当生協ホームページにて

各事業所又は本部（06-4394-8500）まで

●ケアマネジャー 
●介護福祉士
●訪問介護員（ヘルパー）
●事務員

職員募集

●2022年12月号のナンバープレイスの答えは【 4＋9＝13 】でした
12
月
号
で
募
集
し
た
テ
ー
マ

節
分
の
思
い
出

【新年度新しく始めたいこと】

拡大版

つながる！ひろがる！もっと

今月の募集テーマは ※4月号掲載予定

 写真も投稿してください！（理由も教えてください）

※

お
た
よ
り
掲
載
は
図
書
カ
ー
ド
当
選
と
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。（
編
集

　部
で
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）

※

メ
ー
ル
で
お
た
よ
り
を
送
っ
て
い
た
だ
く
場
合
、住
所
、氏
名
を

　入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
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